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第３章 望ましい環境像・基本理念、各主体の役割、施策体系 
１．望ましい環境像・基本理念 
（１）望ましい環境像 

太宰府市環境基本条例の理念に基づき、今後の環境行政の基本となる第四次太宰府市

環境基本計画を推進するため、「令和版 人と環境にやさしいまほろばの里・太宰府」を望

ましい環境像に掲げることとします。 

そして、市民のだれもが「ずっと住み続けたい」「住んで良かった」と、地域に誇りと

愛着が持てるような望ましい環境像を達成するため、太宰府の環境を守り、育み、創り、

活用する取組を総合的かつ計画的に展開し、次世代に継承していきます。 

 

 

 

望ましい環境像 
『令和版 人と環境にやさしいまほろばの里・太宰府』 

＊「まほろば」とは、優れた良い所、国という大和言葉 
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（２）基本理念 

 

人と環境にやさしいまほろばの里をめざし 
悠久の自然と歴史を今に活かし 
市民の知恵と力を結集し 

今の環境を磨き、歴史と文化の発信・人の交流を通した 
令和発祥の都太宰府における 

循環共生圏の形成をめざした新たな住み良いまちを創りあげ 
百年後の子どもたちにつないでいく 

 

本市は、宝満山や四王寺山の豊かなみどりと、その素晴らしい眺望、御笠川、大佐野川

や鷺田川の水辺とそこに生きる多様な生きものたちなど、四季折々に表情を変える豊か

な自然環境に恵まれています。また、国指定の特別史跡大宰府跡をはじめとする８つの史

跡※1や、太宰府天満宮本殿などの多くの文化財があり、本市独自の取組として「太宰府の

木うそ」など 16の市民遺産が市民遺産育成団体によって育成されています。 

こうした太宰府ならではの悠久の自然と歴史の中で暮らせることは、市民一人ひとり

の地域への誇りと愛着につながるかけがえのない有形・無形の財産です。 

このように、私たちは、太宰府にはさまざまな地域ストック※2があることを認識すると

ともに、目の前の現状と真摯に向き合い、太宰府ならではの豊かな自然と古からの歴史や

文化を享受し、守り育て、活用を図り、新たに良好な環境を創り、「古き良きものと新し

いもの」「環境と地域経済」が調和した持続可能な地域社会を形成しながら、将来に継承

していかなければなりません。 

このことを市民一人ひとりが自覚し、環境にかかわるさまざまな問題を、市民、自治会、

ＮＰＯ・ボランティアをはじめ、学校、事業者や行政など多様な主体がパートナーシップ

を形成し、共に考え、共に行動し、共に支え合うことで、「人と環境にやさしいまほろば

の里・太宰府」をめざしていきます。 

 

※1 「大宰府跡」、「大野城跡」、「水城跡」、「観世音寺境内及び子院跡附老司瓦窯跡」、「筑前国分寺跡」、

「国分瓦窯跡」、「大宰府学校院跡」、「宝満山」。 

※2 地域の人的資源、歴史・文化的資源、自然的資源、インフラ等の資源を指す。 
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２．各主体の役割、施策体系 
（１）各主体の役割 

将来の望ましい環境像の実現に向けて、市民、自治会、ＮＰＯ・ボランティア、事業

者、学校及び行政などの各主体が、お互いに協力しながら、それぞれの役割や責務に応

じて、環境の取組を実践し、計画を推進していくことが期待されます。  
＊市に暮らす一人ひとりは、家庭人、地域住民、社会人、ＮＰＯのメンバーなど多様な主体として

の側面を持っており、場面に応じて、さまざまな主体としての役割を発揮することが望まれます。  
１）市民 

市民は、日常生活における環境への負荷を少なくするよう、環境にやさしいライフス

タイルへ転換することが求められています。また、主体的に環境について学び、理解を

深め、良好な環境保全及び創造のため、積極的に行動、実践するよう努める必要があり

ます。さらに、自治会などの地域での環境保全活動に主体的に参画することが求められ

ています。  
２）ＮＰＯ・ボランティア 

ＮＰＯなどの市民活動団体やボランティアは、市民との活動を橋渡しするなどして、

地域の環境保全活動のリーダー的役割を果たすことが期待されます。  
３）事業者 

事業者は、事業活動が環境に大きな影響を与えることを認識し、環境関連法令に基づ

く規制基準等を遵守することはもちろん、事業活動のすべての場面で、環境への負荷を

少なくするよう積極的に取り組む必要があります。 
さらに、地域社会の一員として、その社会的責任を自覚し、市の良好な環境保全や創

造のための計画を理解し、積極的に協力することが求められます。  
４）市 

市は、市民や事業者の自主的な環境に関する取組を支えるため、体制づくりや関連施

策の実施を行うとともに、効果的な環境施策・事業を企画・実施します。さらに、市内

最大の事業者の一つとして、市民や事業者の模範となるよう、率先してその活動に伴う

環境への負荷の低減に取り組みます。 
また、学校は、子どもたちの環境教育を担う場として中心的な役割を果たすことが期

待されます。 
さらに、国や県をはじめ、近隣市町と連携・協力しながら、計画を推進していきま

す。   
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（２）施策体系 

国の第五次環境基本計画に示す６つの重点戦略と政策のうち、太宰府市で適用可能な

政策を検討し、本計画の３つの重点戦略に再編しました。 
また、本計画の３つの重点戦略を支える環境施策として、①生活環境の保全、②循環

型社会の形成、③生物多様性の確保・自然共生、④気候変動対策、⑤歴史・景観まちづ

くり、⑥持続可能な社会を実現するための地域づくり・人づくりの促進を掲げます。                         
図 8 国の重点戦略と太宰府市の重点戦略の関係 

 

※1 単なるモノの提供ではなく製品の機能を提供すること。顧客に付加価値をもたらしながら、製品

製造における資源投入量の低減や使用量の適正化によって環境負荷を低減することを狙いとして

いる。 

※2 インターネットを介して、個人同士でモノや場所、スキルなどを取引するサービスのこと。 

※3 徒歩による移動性を重視し、さまざまな機能が比較的小さなエリアに高密に詰まっている都市形

態のこと。   

国の重点戦略 太宰府市の重点戦略 

①持続可能な生産と消費を実現する 

グリーンな経済システムの構築 

●サービサイジング※1、シェアリング・エコノミー※2 

②国土のストックとしての価値の向上 

●気候変動への適応も含めた強靭な社会づくり 

●生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR） 

●コンパクトシティ※3・小さな拠点＋再エネ・省エネ 

●マイクロプラスチックを含めた海洋ごみ対策 

③地域資源を活用した持続可能な 

地域づくり 

●地域における「人づくり」 

●地域資源・エネルギーを活かした収支改善 

●都市も関与した森・里・川・海の保全再生・利用 

④健康で心豊かな暮らしの実現 

●持続可能な消費行動への転換 

●食品ロスの削減、廃棄物の適正処理の推進 

●低炭素で健康な住まいの普及 

●テレワークなど働き方改革＋CO2・資源の削減 

●良好な生活環境の保全 

①健康で心豊かな暮らしの実現 

●暮らしの基盤となる良好な生活環境の保全 

●地域協働のまちづくり 

●豊かな自然とのふれあい 

●持続可能なライフスタイルと消費への転換 

②地域ストックを活用した持続可能な 

地域づくり 

●市民遺産、歴史、文化財、景観、生態系などの 

地域ストックの保全・活用 

③持続可能な脱炭素・循環型都市 

●気候変動問題、廃棄物問題への対応 
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環境像 基本理念 環境施策 

１ 健康で心豊かな 

暮らしの実現 

２ 地域ストックを 

活用した持続可能 

な地域づくり 

３ 持続可能な 

脱炭素・循環型 

都市 

重点戦略 
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①環境汚染・環境リスク低

減への取組 

②環境衛生向上への取組 

③音百選かおり百選を活か

した感覚環境まちづくり 

①リサイクルの推進など資

源の有効利用による、環境

負荷の少ないまちづくり 

②廃棄物の適正処理の徹底 

①生物多様性の確保 

主な取組 主な取組と重点戦略との係わり 

②森林・里山・農地の保全・

再生・活用 

③自然とのふれあいの確保 

①脱炭素社会の実現に向け

た取組の推進 

②災害被害軽減などの適応

策の策定・実施 

③オゾン層保護対策 

①市民遺産・歴史・文化の保

全と活用、交流の促進 

②景観資源の保全 

①環境教育・学習の推進 

②市民活動の推進 

２ 地域ストックを 

活用した持続可能 

な地域づくり 

１ 健康で心豊かな 

暮らしの実現 

３ 持続可能な 

脱炭素・循環型 

都市 


